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東部地域開発プロ
グラム

開発課題
（小目標）

地域開発のための
産業基盤整備と生

産性向上

サンミゲル市バイパス建設事業（II） 有償
51.37

（百万USD)

対エルサルバドル共和国事業展開計画

【開発課題への対応方針】
1.東部地域への経済特区設置に向けた動きも念頭に置きつつ、2004年に実施した開発調査で策定された
東部地域開発マスタープラン、2016年に行われた同プラン改定結果を踏まえ、①経済インフラ整備、②
社会開発・人間開発、③生産性向上に向けて、有償資金協力、無償資金協力及び技術協力を有機的に投
入する。他ドナーとの連携を図りつつ、我が国は引き続き東部地域開発における中心的な役割を担って
いく。
2.東部地域全体の開発に資する協力を推進し、国際スタンダードに基づく「質の高い成長」の実現に貢
献していく。
3.東部地域において、我が国の経験も共有しつつ、一村一品運動や生活改善などの地域活動や女性・若
年層等の積極的な参加も踏まえた市民活動、および中小企業振興のための中央政府能力向上、および零
細中小企業の生産性向上を図るための協力を展開する。

自立的かつ持続的な開発の促進

経済の活性化と雇用拡大

協力プログラム名 スキーム

年度
以前

年度 年度 年度 年度 年度

支援額

（億円）
備考

工芸作物バリューチェーン振興プロジェクト 技プロ

SDGs

1,8,9

1,8,9

1,3

1,3,8

国別開発協力方針　別紙

重点分野１
（中目標）

【現状と課題】
1.エルサルバドルは、競争力のある産業が欠如し、外国投資の増加も見込めず、右要因が経済成長の低迷にもつな
がっている。特に、内戦の影響を強く受けている東部地域では、貧困指数の高い市町村が多いことから、人材が外
国に流出しているほか、残された家族の多くも海外送金に依存し、その大部分を消費に回して暮らす傾向にあるた
め、地域で産業が育たず、雇用が生まれにくい構造が存在している。ブケレ大統領は、選挙公約集である「クスカ
トラン計画」において、持続的な経済成長を主要課題として取り組む旨を表明するなど、就任前から経済成長の促
進に積極的に取り組んでおり、特に東部地域開発を重視している。
2.上記構造を変革していくためには、女性や若年層も含め、住民が身近な資源を有効に活用し、自ら生活を改善し
つつ、自立的に経済活動及び地域開発に携わっていく必要がある。
3.また、東部地域において質の高い成長を実現していくためには、投資・貿易を促進する産業 作業を育成しつつ、
他地域に比べ遅れている経済・社会インフラ整備を促進し、地域の総合的開発を着実に進めていくことが求められ
ている。
4.雇用拡大の観点では、東部地域において雇用創出を担っている中小零細企業の経営改善及び能力向上を通じたこ
れら企業の活動活性化が課題となっている。

20252024

実施期間

202620232021

基本方針
（大目標）

2022

サンミゲル市バイパス建設事業 有償

小規模販売事業を通じた女性の経済力向上支援 マルチ 1,5,80.25
（百万USD)

米州開発銀行貧困削
減基金（ＪＰＯ）

9

1,8,9

課題別研修他

技プロ

中小零細企業能力強化アドバイザー 個別専門家

経済活性化分野のＪＩＣＡ海外協力隊 JOCV

協力プログラム概要 案件名

エルサルバドルの東部地域における潜在移民及び帰還移民の若年層に対する訓練
及び起業に焦点を当てた再統合支援計画（IOM連携）

無償 5.00

内戦の影響を大きく受けた東部地域に
おいて、インフラ整備、同地域の発展
に寄与する人材育成並びに、農業、漁
業及び観光業などの経済活動の生産性
向上を通じた複合的な地域開発を図
る。

125.95

生活改善アプローチに基づいた東部地域地方開発能力強化プロジェクト

東部地域開発プログラムに関する課題別研修・青年研修

1,8,9
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2023
年度

2025
年度

【開発課題への対応方針】
1. 廃棄物処理については、地方自治体廃棄物総合管理プロジェクトの国内および中米地域への成果普
及を目指す。
2.気候変動に対する緩和策と適応策の双方のバランスを取り、気候変動課題に取り組む。
3.気候変動対策の一環として、有償資金協力及び技術協力を通じて、地熱発電をはじめとする再生可能
エネルギー、省エネルギーの推進に資する協力を重点的に行う。
4.防災分野では、「仙台防災協力イニシアティブ」を踏まえ、災害に対する強靭な社会の実現のために
公共インフラ及び住宅など「モノ」に焦点を当てた協力、コミュニティーの防災能力向上を目指した
「ヒト」に焦点を当てた協力、防災関連機関の組織力強化といった多方面からのアプローチを図る。

備考協力プログラム名 スキーム

【現状と課題】
1.エルサルバドルでは、水質汚染、廃棄物処理、大気汚染、森林破壊など多くの環境課題が存在している。
2.エルサルバドルを含む中米地域は、その地理的条件から地震、ハリケーン、火山など各種の自然災害の影響を受
けやすく、特に近年では集中豪雨およびそれに伴う洪水等による被害が顕著であり、早期警戒およびインフラ面で
の自然災害への適応力の強化が大きな課題となっている。
3.中米は気候変動に最も脆弱な地域の一つとされている。これに対し、エルサルバドルを含む中米統合機構(SICA)
は、2008年5月にサンペドロスーラ宣言を採択し、国際的な気候変動に対する取り組みへの貢献を表明している。
4.国家エネルギー政策の中で再生可能エネルギー及び省エネルギーの積極的な推進がうたわれており、再生可能エ
ネルギーの活用に向けた具体的な運営指針の策定や法整備が優先課題となっている。また、省エネルギーの推進の
ためには、公共部門が先駆けて取り組む必要がある。

2024
年度

無償

2022
年度

2021
年度
以前

支援額

（億円）

3.57

13,15

2026
年度

課題別研修他

科学技術

重点目標２
（中目標）

持続的開発のための防災・環境保全

実施期間

技プロ

4.30

11,13

11,13 防災分野の無償資金
協力

環境・衛生改善プロ
グラム

技プロ

SDGs

7,13

5.90

個別専門家

3.60 9,11

開発課題
（小目標）

気候変動及び環境
への対応

防災体制の強化プ
ログラム

11,13

11,13

協力プログラム概要

気候変動対策を柱とし、無償資金協力
を通じた生活環境の改善に資するイン
フラ整備や技術協力プロジェクトを通
じた技術移転など、複数スキーム間の
有機的な連携を検討し、総合的に課題
解決に取り組む。

公共インフラの強靭化、耐震住宅の普
及及びコミュニティ防災にかかる技術
協力プロジェクトを中心に、ハード・
ソフト両面からの自然災害への脆弱性
の克服を目指した支援を行うととも
に、包括的なアプローチを目指す。な
お、エルサルバドル人専門家の第三国
への派遣や中米・カリブ地域での普及
セミナーの開催など、将来的な広域レ
ベルでの協力成果の普及を視野に入れ
た協力を実施する。

案件名

熱発光地熱探査法による地熱探査と地熱貯留層の統合評価システム

環境分野の課題別研修

経済社会開発計画

公共インフラ強化のための気候変動・リスク管理戦略局プロジェクトフェーズ
２

首都圏建物の耐震評価と補強強化のための能力強化プロジェクト

地震・津波情報観測能力フェーズ２

防災分野の課題別研修
課題別研修他



20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

20210 20215 20220 20225 20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265

1.85

1.70

4

3.42 3

経済社会開発計画 無償

教育分野の草の根・人間の安全保障資金協力

教育・保健分野のJICA海外協力隊 JOCV

女性の生活改善と青少年のビジョン形成を通じた幸せに過ごせる地域づくり事業 草の根技協

国別研修

人材育成奨学計画（2021年度） 無償

草の根無償

貧困地域の若者の社会包摂及び平等な機会の促進支援 マルチ

無償

教育・保健分野の課題別研修 課題別研修

重点分野３
（中目標）

包摂的な開発の促進

【現状と課題】
1.エルサルバドルでは、経済的事情から、基礎教育での就学、高等教育への進学に困難を抱えている家庭が多く、
同国経済省統計局発表の2020年全国家計調査によると、成人の低教育率は78.2％にも達する。これに対し、現政権
は、2021年7月に発表した教育制度戦略計画「トロゴス計画」の中で、科学技術の活用を通じた包摂的な教育の実現
と教育機会の拡充及びその実現のための教育の質の向上並びに教育インフラの整備を掲げているが、依然として、
初中等教育における、教育の質やインフラを含む教育環境の改善にかかる課題を抱えている。
2.保健分野では、第一に医療分野で活躍する優秀な人材が不足しており、現場で活動する看護師や保健推進員など
の保健人材の育成及び質の向上、臨床現場に出てからの継続教育の強化など様々な課題が存在する。また、エルサ
ルバドル経済省統計局発表の2020年全国家計調査によると、飲料水へアクセスできない国民の割合が19.6%、保健
サービスへアクセスできない国民の割合が6.9%となっており、あらゆる地域において保健衛生関連の施設・設備整
備にかかる課題を抱えている。こうした状況は感染症への脆弱性にもつながっており、保健衛生施設・設備が整っ
ている地域においても、質の高い医療機材が不足している。その他、ジェンダー暴力の解消や若年妊娠、妊婦への
対応の質の向上も望まれている。

【開発課題への対応方針】
1.基礎教育普及のため、学校建設を継続する。
2.算数教育の底上げに向けた技術協力プロジェクトを継続する。
3.技術協力プロジェクトの成果を踏まえ、保健行政における人材強化や医療機材・病院の維持管理能力
の向上、母子保健対策や主要死因である非感染性疾患(NCD:Non Communicable Diseases)対策、看護教
育を中心とし、無償資金協力（草の根・人間の安全保障無償資金協力）、JICA海外協力隊（JOCV)、帰
国研修員フォローアップなどを連携させ、保健支援を継続する。また援助の相乗効果を高めるために、
JOCVによる保健行政機関、大学などと有機的に連携した啓発活動を実施する。
4.保健分野のインフラ整備を進める。

協力プログラム名 協力プログラム概要 案件名 スキーム

実施期間

支援額

（億円）
SDGs 備考

開発課題
（小目標）

社会開発

教育・保健改善プ
ログラム

教育・保健インフラの改善に取り組む
とともに、人材育成を通じて教育・保
健水準の改善及び人間の安全保障の強

化を図る。

スポーツ分野のJICA海外協力隊 JOCV

シャーガス病制圧のための統合的研究開発

エルサルバドル国立女性病院における科学的根拠に基づいた人間的出産プロジェ
クト

草の根技協

3,4

3,4

SDGsグローバルリーダー・コース（2020年度） 国別研修

初中等算数・数学教育における学力評価に基づいた学びの改善プロジェクト 技プロ

8,9人材育成奨学計画（2020年度）

SDGsグローバルリーダー・コース（2021年度）

4

4

2021 2022 2023 2024 2025 2026

年度
以前

年度 年度 年度 年度 年度

0.75 1 JPO

0.85 3

3,5

保健分野の無償資金
協力

3.00 3

新型コロナウイルス感染症流行下における遠隔技術を活用した集中治療能力強化
プロジェクト

技プロ 3.42 3

科学技術

3

0.33

保健分野・飲料水分野の草の根・人間の安全保障無償資金協力 草の根無償

5,10,11

8,9

4
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【凡例】　「協準」（＝全ての協力準備調査）、「詳細設計」（＝詳細設計）、「技プロ」（＝技術協力プロジェクト）、「開発計画」（＝開発計画調査型技術協力）、「個別専門家」、「個別機材」、「国別研修」、「課題別研修他」（＝課題別研修及び青年研修）、「ＪＯＣＶ」（＝JICA海外協力隊）、「第三
国専門家」、「第三国研修」、「現地国内研修」、「科学技術」（＝科学技術協力（技プロ型及び個別専門家型））、「草の根技協」（＝草の根技術協力）、「○○省技協」（＝外務省・ＪＩＣＡ以外の省庁及び独立行政法人等が実施している技術協力）、「民間提案型技協」（＝開発途上国の社会・経済開発のた
めの民間技術普及促進事業）、「無償」（＝以下に特記するサブ・スキームを除く全ての無償資金協力）、「水産無償」（＝水産無償資金協力）、「食糧援助」（＝食糧援助）、「一般文化」（＝一般文化無償資金協力）、「草の根文化」（＝草の根文化無償資金協力）、「緊急無償」（＝緊急無償資金協力）、
「日本ＮＧＯ」（＝日本ＮＧＯ連携無償資金協力）、「草の根無償」（＝草の根・人間の安全保障無償資金協力）、「有償」（＝円借款、海外投融資）、「情報収集調査」（＝基礎情報収集・確認調査）、「マルチ」（＝国際機関等を通じた多国間協力スキーム）、「基礎調査」（＝中小企業・SDGsビジネス支援事
業「基礎調査」）、「案件化調査」（＝中小企業・SDGsビジネス支援事業「案件化調査」）、「普及・実証・ビジネス化事業」（＝中小企業・SDGsビジネス支援事業「普及・実証・ビジネス化事業」、実線「―――」（＝実施期間）、破線「- - - -」（＝実施予定期間）　※この凡例にない略語を使用する場合は凡
例に当概略語を記載したうえで使用する。
【SDGsゴールの説明】1「貧困」、2「飢餓」、3「保健」、4「教育」、5「ジェンダー」、6「水・衛生」、7「エネルギー」、8「経済成長と雇用」、9「インフラ、産業化、イノベーション」、10「不平等」、11「持続可能な都市」、12「持続可能な消費と生産」、13「気候変動」14「海洋資源」、15「陸上資源」、
16「平和」、17「実施手段」
【SDGsの詳細】https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/SDGs_pamphlet.pdf

8か国対象

その他個別案件

SICA地域における生物多様性の統合的管理と保全に関する能力強化プロジェクト 技プロ

SICAジェンダー政策策定・実施モニタリング・評価能力体制強化アドバイザー 個別専門家

案件名 スキーム

年度

開発計画

中米統合機構（SICA）地域協力アドバイザー 個別専門家

4.85 14,15,17

6か国対象
持続的な経済開発・地域統合のための中米地域物流ロジスティクス開発マスタープ
ラン策定支援プロジェクト

17

年度
以前

年度 年度 年度 年度 年度

支援額

（億円）

年度 年度

8,9

【現状と課題】
1.中米北部3か国では青少年凶悪犯罪集団マラスによる犯罪被害が深刻化している。エルサルバドル国家文民警察統
計局によれば、同国における10万人当たりの殺人発生件数は、2018年に52件、2019年に37件、2020年に21件と引き
続き高い水準になっている。また、中米は、麻薬の生産地である南米とその消費地である北米をつなぐ中継地と
なっており、麻薬取引の活発化も治安悪化の大きな要因となっている。さらに、治安悪化により、米国やメキシコ
へ流入する未成年避難民の増加が北・中米地域における深刻な社会問題となっている。
2.ブケレ政権は、治安対策に力を入れて取り組んでおり、治安対策強化と社会包摂政策を盛り込んだ「犯罪地域コ
ントロール計画（Plan Control Territorial）」を立ち上げ、治安改善を図っている。

【開発課題への対応方針】
青少年の健全な育成が暴力、犯罪防止を通じた安全な社会づくりに繋がるとの観点から、見返り資金、
草の根・人間の安全保障無償資金協力、JOCV等の派遣や国際機関を通じた協力を引き続き検討・実施し
ていく。

協力プログラム名 協力プログラム概要 案件名 スキーム

実施期間
支援額

（億円）
SDGs 備考2021 2022 2023 2024 2025 2026

備考

開発課題
（小目標）

市民の安全確保

市民の安全確保プ
ログラム

エルサルバドルが発展していくために
不可欠な要素である市民安全について
積極的な支援を行うもの。青少年の健
全な育成に取り組むとともに、地域警
察の強化に向けた協力を行い、安全な
社会作りに貢献する。

協力プログラム名 協力プログラム概要

実施期間

2021 2022 2023 2024 2025 2026

　　　　その他

11地域警察活動に基づく新警察モデルの実施強化プロジェクト 技プロ

年度
以前

年度 年度

SDGs

5,8,9,17 6か国対象


